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私の体験談  

アングラ 

1970年代のドイツで 
  

ゲルハルト・ラウク著 
  
  

第三部 

祖国への初訪問  
  

   1972年9月  

   私はニューヨークの空港にいます。突然のニュースアナウンス。イスラ

エル・オリンピックチームが殺された！」。  (当然、パレスチナの人た

ちは気の毒だ）。 

   翌日、私は初めてヨーロッパに到着した。  駅で、誰かが私の名前を呼

ぶのが聞こえた。  振り向くと、大学時代に知り合った若い魅力的な女

子学生がいた。  (聖書的な意味ではなく）。 

   最初の旅行でドイツで出会った同志は、SAの老人である。  彼は共産

圏から逃げてきたのですが、共産党員が3度目の逮捕に来ると聞いて、そ

の場を離れました。 
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   この最初の晩、私たちは田舎道を散歩する。  私は身をかがめる。  先

祖代々の故郷の土を手に取る。  そして、それに口づけをする。   

   確かに、おいしくはない。  関係ない。  これは象徴的なジェスチャー

だ。   心がこもっている。     

   家に戻る途中、彼はガレ場を指さす。  あそこは避けた方がいい。  イ

ノシシだ 

   彼の古くからの農家は質素である。  外の家。  台所のストーブが唯一

の暖房。   

   最初の食事の席で、彼は誇らしげに皿や銀食器の鉤十字を指さした。  

第三帝国時代のものだ。 

   後日、手縫いのオリジナルSAアームバンドをプレゼントしてくれまし

た。  それは私の最も大切な持ち物のひとつとなりました。  家族の聖

書と一緒にね。   そして、アメリカ人の同志からもらったオリジナルの

ドイツ語版「MEIN KAMPF」です。  (彼はニューヨークの古本屋で10ド

ルでそれを購入したのです）。  

   それから数週間、ドイツ各地に散らばる同志を訪ね歩いた。  

   同志が逮捕されたと知ると、私は同志に知らせるためにまた大旅行に出

ます（電話は信用できません）。  (この旅では、自分が逮捕されるかも

しれないと心配になります。  しかし、そんなことは起こらない。  私

はこの任務を終え、無事にアメリカに帰国しました。 
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メディア抜粋 
  

友人からの賞賛は、私たちの励みとなります。  しかし、敵からの評価
は、私たちの有効性をより説得力のある形で証明してくれます。  それ

は確かに誠意あるものですが、私たちに有利な方向に偏っているわけで

はありません。  だから、より説得力があるのだ。 
  

   NS KAMPFRUFが現れ続けているという事実だけで、3月の大規模な行

動が明らかに大きな成果をあげなかったことを示している」と警察関係

者はコメントしています。警察の専門家は、NSDAP/AOがネブラスカ州

リンカーンを拠点に活動を続け、ドイツのネオナチの宣伝材料をまだ配

布していると不満を述べている。- オッフェンバッハ・ポスト 1995年10

月10日号 

  

   "裁判 "は海外につながる。  とくにアメリカのNSDAP/AOはドイツ右

派の秘密亡命政府とみなされ、憲法保護局によれば、´世界最大のNS-プ

ロパガンダ資料の製作・配布者'とされている。"- シュドイチェ・ツァイ

トゥング』1996年1月13日号 

  

   "ネブラスカの指導者である   ゲイリー・レックス・ラウクが ハッセ

ルバッハを訪れました。ラックはおそらく世界で最も強力なナチであり, 

ナチという名前を使える唯一の実力者である。  アメリカでは合法で

す。  彼は地球上のあらゆる規模のナチス組織を宣伝材料で支援し、数

え切れないほどの数のテロリスト集団をコーディネートしている。  (彼

は現在ドイツで逮捕されています。ハッセルバッハが証言する人物の一

人です。)  

   "ハッセルバッハが発見したナチスの現場は、世界をまたにかけた巨大

で強固なもので、安定した現金収入、強い歴史的目的意識、余剰の武器

と専門知識を備えていることを心強く思った。  数年後、彼がすべてを

警察に話したとき、警察はほとんど彼を信じなかった。  彼の暴露の影

響は、まだ何年も収まらないだろう」。- スペクトラム（イギリス）、

1996年3月3日号 
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   "サイモン・ヴィーゼンタール・センターは、彼を「世界で最も危険な

ネオナチ・テロリストの一人」と位置づけている".- ハンブルガー・モル

ゲンポスト』1996年3月8日号 

  

   「NS KAMPFRUFの配布は、ラックの逮捕よりずっと前に分散化され

ていた。  ドイツ国内の非合法なNSDAP/AOの構造はほとんど手つかず

のままであった。- 1996年5月5日付ダイ・ターゲスツァイトゥング紙 
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